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1.はじめに

　前報より、同一空間においての光環境を変化させた場合、街路歩行時の不安感の推移がみられ、そこから街路
周辺に存在するボイドの空間把握の度合いと不安感が密接に関係していることが示された。よって、本報では複
数の街路に対して、空間把握の度合いに対して影響していると思われるボイドの空間的要素を抽出し、街路の不
安感にどの程度起因しているのかを知るために複数の街路に対する評価実験を行った。

2-1.実験方法

　実験に用いた調査対象の街路は、前報で調査を行った神奈川県横浜市中区元町仲通りに加え、新たにその元町
周辺の性質が異なる４つの街路を選定した（図1、表1）。
　５つの街路に対して被験者に実際に歩行してもらい、各街路に存在するボイドを対象に、前報で不安感に関係
すると思われる項目を絞り込み、新たな印象評価項目（表2）を作成し、SD尺度による評価実験を行った。ま
た、調査終了後に５つの街路の不安感の心理尺度上の布置を求めるため、一対比較法と筆記形式のアンケートを
実施した。

2-2.結果・考察

　実験に用いた各街路の106ケ所のボイド（元町：18、打
越：23、山手：20、新山下：23、野毛：22）については、
事前に選定した。被験者全員の不安感に対する評価を集
計・分析した結果を基に、前章と同様に各街路の不安感に
対するボイドマップ（図2）を作成した。その結果、不安
感から見たボイドの様子が視覚的に示され、街路の差違
を特徴的に把握することができた。
　この結果を踏まえ、街路の不安感に関して感覚的な評価
を客観的に示すため、全ボイドに対する物理的な『空間的
要素』を抽出し、分類をした（表3）。また、街路相互の不
安感に関する一対比較の結果を図4に示す。被験者のボイ
ドに対する心理量とボイドの物理量との関係を知るため
に、数量化I類によって解析した。その結果（重相関係数：
0.67）、被験者のボイドに対する不安感は物理的な『空間
的要素』によってある程度説明できることがわかった。

3.「街路」の不安感の予測

　前項の結果を用いて、ボイドの物理的な『空間的要素』
から街路の不安感を測る目安を模索し、各街路における
不安感の度合いを示すために‘ボイドの密度ｎ’‘各街路
のボイド一個当たりの不安感の予測値V’と‘街路の明る
さ（防犯灯・玄関灯等）L’を含めて重回帰分析（一次回
帰）を行った。その結果、
　街路の不安の予測値=1.4847*V+0.0066*n+0.0009*L-3.256

（重相関係数：0.94）

▼表1　５街路の特徴
野毛 新山下 打越 山手 元町

道路の幅員 ４．５ｍ ６ｍ ４ｍ ６－９ｍ ５ｍ
用途 繁華街 商店混在型住宅街 住宅密集地 高級住宅地 住宅混在型商店街

歩行量
かなり多
ほぼ団体

中
夜8時過ぎは少
一人歩き
小学生の通学路

少
一人歩き
小学生の通学路
抜け道

かなり少
小学生の通学路

中
一人歩き・団体の
両方

車・バイク量 少 中 少 中 多

歩行者・自転車
年齢層

サラリーマン
酔っ払い
来訪者

子供から老人まで
ほぼ地元の人

子供から老人まで
地元の人

地元の人
子供から老人まで
地元の人
来訪者

商店・住宅の
割合

商店率90％
特に飲食店が多い

商店率30％
住宅率70％

住宅率100％ 住宅率100％ 商店率75％
住宅率25％

商店の開閉割合 開店率90/100 開店率40/100 　　　　－ 　　　　－ 開店率15/100

街路の主な光源
看板
ネオンサイン

商店の光
街路灯

門灯・玄関灯
街路灯

門灯・玄関灯 商店の光
街路灯

▼表2　印象評価項目

Q ＋・１・２・３・４・５・－
a. 不安感 1 安心な空間－不安な空間
b.空間把握の度合 2 空間が把握できる－把握できない
c.人の存在 3 人が潜んでいなそう－潜んでいそう

4 何箇所、人が隠れられる場所があるか
０・1・2・３・４箇所以上

5 何人、人が隠れられるか
０・1・2～4・5～９・１０人以上

d.明るさ 6 明るい－暗い

項目 1 2 3 4

1 縦横比
2 面積　（㎡）
3 障害物 ない
4 照明 敷地内にある 敷地外にある ない
5 奥 閉じている 開いている
6 左右 左右閉じている 片側閉じている 左右開いている
7 天井 ある ない

8 街路との境界
の状況

ない 見える 視野が制限される 見えない

9 レベル差 flat up down

少ない 多い

間口＞奥行き 間口＝奥行き 間口＜奥行き
０～１０ １０～２０ ２０～８０ ８０～

▼表3　ボイドの空間的要素

元町 打越 山手 新山下 野毛

▲図1　５街路の夜間における路上風景
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の数式が導かれた。このことから、街路全体の不安感
を測る目安として、大方がボイドの空間的要素によっ
て説明できる結果となった（図3）。つまり、街路の不
安感は街路に沿って存在するボイドが不安感に影響し
ていると言える。
　また調査対象地域（５つの街路と前報の元町仲通り
のあんどん設置時）の街路の不安感における心理尺度
と予測による尺度を比較すると新山下のみ大きな違い
が見られ、それ以外はほぼ双方が一致する結果となっ
た（図4・図5）。新山下においては相違が見られ、今
回の物理的な評価では測ることのできない何らかの要
因が関係していたと考えられる。
　さらに図4、図5から元町仲通りの現状とあんどん設
置時の比較をしてみると、双方の街路の水平面照度は
現状時で平均7.9lx、あんどん設置後は平均2.6lxと明
らかに街路上は後者の方が暗い状況であり、あんどん
設置後の方が不安感を軽減している。つまり、街路の水
平面照度の確保のみではなく街路に存在するボイドの
空間把握ができるように改善することが街路歩行時の
不安感を軽減すると示唆された。

4.まとめ

　以上のことから街路の不安感は、防犯灯の設置間隔

や照度の確保などの『街路の明るさ』ではなく、街路に
沿って存在するボイドの不安感が強く結びついている
ことを示すことができた。さらに夜間における街路の
光環境の新たな指針を導くための、評価の在り方を示
すことができた。しかし新山下のように物理的な不安
要素は存在するが、実際の街路歩行時には安心に感じ
ている街路も在ることから、今後は形態や用途の異
なった街で調査・分析を行い、様々な街路空間や住民
の意識を把握しながら、計画の方法論を導き出してい
きたい。

▲図4　街路の不安感に関する印象評価　　

不安の度合が高い街路不安の度合が低い街路

▲図5　予測値による街路評価　　

予測値による街路評価

不安の度合が高い街路不安の度合が低い街路

▲図3　街路の不安感の分析の流れと結果
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▲図2　5街路のボイドマップ
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1）街路空間における100m当りのvoidの個数

2）①から予測される物理的空間特性からの

     void１箇所当りの不安感サンプルスコア

3）街路空間の光の構成要素である街路灯・
　  防犯灯・玄関灯・門灯の平均光束（概算）

平均光束=光源の個数＊光源の光束＊係数／街路の長さ

街路の不安感は街路の明るさではなく街路に沿って存在するvoidが深く関係していると言える

目的変数

説明変数

voidの不安感

voidの空間特性

【面積・障害物・照明・側部の状況・屋根・間口の状況】

空間特性からのvoidの不安感(V)

②重回帰分析 目的変数

説明変数

街路の不安感

1）voidの個数(v) 

2）空間特性からのvoidの不安感(V) 

3）街路の明るさ(L)

街路の不安感の予測値＝1.4847＊v＋0.0066＊V＋0.0009＊L－3.2561

①数量化１類

♦ ● ■ ▲★ ○

街路の不安感に関する印象評価

● ■ ★ ○ ♦ ▲


